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１．新システムと旧システムの違いについて （1/2）

旧システム 新システム

データはPC内(or院所内の共有フォルダ)

データ集約はメールに添付 データはクラウドのサーバーの中



１．新システムと旧システムの違いについて （2/2）

１．データがクラウド上にあるので、院所でバックアップを取る必要はあ
りません。
２．クラウドシステムなので、入力するPCはインターネット接続が必要で
す。
３．データの集約の方法が大きく変わります（後半説明）
４．症例の入力や一覧印刷の機能はこれまでと変わりなく使えます。
５．PMDA提出様式の副作用報告書を出力出来ます。
６．集約された副作用の検索機能も使うことが可能です。

（過去に集約済みのデータ＋今後新システムで入力されたデータ）



２．動画マニュアルのURL

（１）ユーザー登録編
https://youtu.be/JVVIY9C4Fes
（２）新規入力編
https://youtu.be/mYQWLfqnqxo
（３）一覧画面編
https://youtu.be/mw84t84j-Fg
（４）PMDA入力編
https://youtu.be/fB5HwrT4R3E



３．新規入力画面

①基本的な画面構成はこれまでと変わりません。
水色の入力欄・・・プルダウン選択
肌色の入力欄・・・フリー入力
緑色の項目名・・・副作用に紐付く情報
オレンジの項目名・・被疑薬に紐付く情報
紫の項目名・・・被疑薬と副作用に紐付く情報
項目名がボタン・・・押すと解説が表示されます

②ブラウザの×ボタンを押すと、内容保存されず
に閉じてしまいますのでご注意ください

③症例の削除機能はなくなり、削除扱いに変わり
ます。（削除扱いを元に戻すことが出来ます）

④PMDA情報入力ボタン、PMDA出力ボタンが新たに
加わりました。



４－１．PMDA情報入力画面

①PMDA提出用のエクセルを作成することが出来ま
す。

②副作用名と被疑薬の情報以外は連動していませ
んので入力する必要があります。

③エクセルなので、できあがったデータを最終的
には体裁など整えて提出をお願いします。



４－２．PMDA出力エクセル



５－１．一覧画面

① ②

①並び順(1)最終更新日：更新日が新しい順に並びます。(2)院所番号：院所番号順に並びます（集約担当者向け）
(3)報告年月：集約年月日が新しい順に並びます。

②フィルター機能(1)自院所：院所CDが自院所(2)集約：編集権限が自院所(3)入力中と完成：症例入力の完成チェックボック
ス(4)未提出：編集権限が自院所（集約送付すると送付先の院所に変わる）(5)削除：削除フラグにチェックを入れて保存した
ものを表示する(6)公開データから検索：全日本民医連に集約されたデータを表示したり検索したりする。
※集約と未提出の違いは後半説明

③

④



③(1)全選択、全解除。症例を全行選択したり解除するボタンです。
尚、症例選択はチェックボックスを複数チェックしたり、行をまたいでマウスドラッグする

ことで複数行選択が可能です。
(2)CSVデータ出力：選択した症例のデータをCSVで出力します。
(3)検索項目：従来と同じ機能です。入力された内容で検索を行うことができます。
(4)集計・チェック：従来と同じ機能です。

集約送付は対象外・・・作成院所が自院所以外は集計対象外とします。
集約送付のみを対象・・・作成院所が自院所以外だけを集計対象とします。

(1)症例選択

(3)検索条件(4)集計条件



(5)集約送付：次項で説明
(6)一覧表出力と報告書出力：どちらも従来と同じ機能です。



６．集約送付

従来メールで行っていた集約データ送付の代わりになる機能です。
新システムではひとつひとつの症例に作成院所CDと編集権限院所CDという２つのコードを持っていま
す。編集権限を集約相手に渡すことで、従来のメールでのデータ送付の代わりとしています。



①集約送付後は編集権限が送付先の院所CDとなり、自院所の症例であっても、修正
出来なくなります。
②修正したい場合は、送付先院所に連絡して、自院所に送付してもらうと修正可能
になります。修正後、また送付してください。
また、法人や県連で集約し、DI委員会などで症例の修正や差し戻しなどが発生した
場合も同様です。集約担当者は作成院所に集約送付することで作成院所が修正可能
になります。
③原則として法人や県連で集約し、症例の評価をした上で全日本民医連宛に集約送
付をお願いします。法人や県連に集約する仕組みがない場合は直接送付しても大丈
夫です。

全日本民医連宛の集約送付の送付先CDは 999999 です。

※集約担当院所は一覧に自院所の症例と集約送付された症例が混在します。
自院所と集約のチェックボックスで表示を切り分けて使ってください。





①集約と未提出の機能は、試験運用中に集約担当者の方から、全日本に送付してしまうと手元に症例が残らず、後で薬
局から問合せがあった際にわからなくなってしまうという要望から実現した機能になります。
②集約担当者の方は

自院所と集約のチェックボックスで表示を切り替える操作
集約＋未提出にチェックを入れることで、現在未提出のものだけを表示することが出来る
集約だけチェックしている場合は、過去に集約され（現状は全日本などに送付済み）たものも表示される

ということを覚えていただければと思います



ご清聴ありがとうございました

本日の資料は、副作用モニターのページに掲載しています。
必要な方はダウンロードしてください


